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１． 緒言 

 近年、ファストファッションの台頭により、流行を意識した装いを手軽に購入出来るようになった。気軽に購入できる衣服は、また手軽に廃棄され

ている¹⁾。また、ディスポーザーブルカルチャー、いわゆる製品の寿命が短くなり、使い捨てられるような文化の普及²⁾、オンラインショッピングの

普及が進んでいる。本研究では、社会とともに変化する衣服の持続性及び購買行動について、現代の消費者の持つ価値観を抽出し、どのように衣服選

択・知識の活用をしているのかを明らかにすることとした。 

 

２．事前調査                                            表１ 質問項目 

 衣服の賢い消費量を増やすために皆さんが行っている具体的な手法や施策について 12 項目のアン

ケート（表１を参照）を実施した。調査項目は、家庭科で得た知識や SDGs に関与する質問とした。

「賢い衣服選択」＝長く着用できるもの、自分に合ったデザイン、サイズ感、「賢くない（好ましくな

い）衣服選択」＝安いという理由で大量購入、普段使いしにくい、サイズがあわないという回答の傾向

がみられた。 

 

３．本調査 

 調査対象者：男女 (男性 12 名、女性 82 名)計 100 名 

 調査方法：Google フォームを用いたアンケート調査 

 調査期間：2023 年 12 月上旬〜12 月中旬 表２ 本調査質問項目 

 調査項目：①「性別・年齢」（2項目 1-1〜1-2） 

②「衣服の持続可能性について」(5 項目 1-3〜1-7) 

③「服を長く着るために重要視する点について」(8 項目 1-8〜1-15) 

④「自分に似合う服を考えて購入しているか」(1 項目 1-16) 

⑤「服を着る事で自分をどう見せたいか」(9 項目 1-17〜1-25) 

⑥「長持ちする衣服について」(2 項目 1-26〜1-27) 

⑦「長持ちする衣服の期間について」(1 項目 1-28) 

⑧「質の高い服の評価について」(4 項目 1-29〜1-32) 

⑨「衣服の実用性について」(4 項目 1-33〜1-36) 

計 36項目で 5 段階評価と SD 法によるアンケート調査 

 分析方法：単純集計、因子分析、クラスタ分析     

 

４． 結果及び考察 

（１） 調査項目の平均値（mean）と標準偏差（SD）による検討 

 性別ごとに分け、各項目における全体と性別別、性別間での差の限定を行いました。ここでは、男女共にサイズやデザイン、似合い度が自分に合

っているかを考え衣服選択する傾向があった。また、男女間の大きな違いとして、女性は価格よりもデザイン性、男性はデザイン性よりも価格を質

の高い服の評価としていることが明らかとなった。 

        表３全項目の平均値・標準偏差                

                                    

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mean SD mean SD mean SD

1-16　自分に似合う服を購入する 4.01 1.14 3.93 1.15 4.58 0.86

項目
全体（n=100） 女性（n=88） 男性（n=12）

mean SD mean SD mean SD

1-29　質の高い服に「素材」は重要か 4.11 1.08 4.10 1.10 4.17 0.90

1-30　質の高い服に「価格」は重要か 3.43 1.19 3.42 1.17 3.50 1.32

1-31　質の高い服に「機能性」は重要か 4.03 1.11 4.10 1.16 3.50 1.32

1-32　質の高い服に「デザイン性」は重要か 3.80 1.03 3.86 0.97 3.34 1.25

項目
全体（n=100） 女性（n=88） 男性（n=12）

番号 項目

1-1 年齢

1-2 性別

1-3 衣服の持続可能性について意識する

1-4 環境にやさしい素材の衣服について意識する

1-5 リサイクル可能な製品について意識する

1-6 フェアトレードや労働条件を意識する

1-7 環境への影響を最小限に抑える意識する

1-8 服を長く着るために品質を重視する

1-9 服を長く着るために形を重視する

1-10 服を長く着るために素材を重視する

1-11 服を長く着るために個性を重視する

1-12 服を長く着るためにブランドを重視する

1-13 服を長く着るために似合い度を重視する

1-14 服を長く着るために価格を重視する

1-15 服を長く着るために色を重視する

④ 1-16 自分に似合う服を購入する

1-17 男性的な服を好むー女性的な服を好む

1-18 地味な服を好むー派手な服を好む

1-19 子供っぽい服を好むー大人っぽい服を好む

1-20 寒色の服を好むー暖色の服を好む

1-21 暗い服を好むー明るい服を好む

1-22 カジュアルな服を好むーフォーマルな服を好む

1-23 くすんだ服を好むー鮮やかな服を好む

1-24 かたい服を好むーやわらかい服を好む

1-25 下品な服を好むー上品な服を好む

1-26 長持ちする衣服の素材について知識がある

1-27 長持ちする衣服の製法について知識がある

⑦ 1-28 どのくらいの期間で「長持ち」といえるか

1-29 質の高い服に「素材」は重要か

1-30 質の高い服に「価格」は重要か

1-31 質の高い服に「機能性」は重要か

1-32 質の高い服に「デザイン性」は重要か

1-33 衣服の実用性を意識している

1-34 衣服のコストパフォーマンスを意識している

1-35 トレンドの流されやすさ

1-36 自分自身にあった衣服を意識して購入する

⑥

⑧

⑨

③

⑤

①

②

番号 項目 平均値 標準偏差

1-1 年齢

1-2 性別

1-3 衣服の持続可能性について意識する 2.28 1.272

1-4 環境にやさしい素材の衣服について意識する 1.95 1.077

1-5 リサイクル可能な製品について意識する 2.38 1.196

1-6 フェアトレードや労働条件を意識する 2.06 1.099

1-7 環境への影響を最小限に抑える意識する 2.01 1.141

1-8 服を長く着るために品質を重視する 3.68 1.278

1-9 服を長く着るために形を重視する 3.39 1.254

1-10 服を長く着るために素材を重視する 3.7 1.219

1-11 服を長く着るために個性を重視する 2.98 1.363

1-12 服を長く着るためにブランドを重視する 3.72 1.181

1-13 服を長く着るために似合い度を重視する 4.12 1.085

1-14 服を長く着るために価格を重視する 3.76 1.102

1-15 服を長く着るために色を重視する 4.13 1.116

④ 1-16 自分に似合う服を購入する 4.01 1.141

1-17 男性的な服を好むー女性的な服を好む 3.52 1.267

1-18 地味な服を好むー派手な服を好む 2.92 1.228

1-19 子供っぽい服を好むー大人っぽい服を好む 3.74 0.97

1-20 寒色の服を好むー暖色の服を好む 3.13 1.186

1-21 暗い服を好むー明るい服を好む 3.14 1.341

1-22 カジュアルな服を好むーフォーマルな服を好む 2.93 1.312

1-23 くすんだ服を好むー鮮やかな服を好む 3.12 1.274

1-24 かたい服を好むーやわらかい服を好む 3.36 1.267

1-25 下品な服を好むー上品な服を好む 4.18 0.833

1-26 長持ちする衣服の素材について知識がある 2.55 1.242

1-27 長持ちする衣服の製法について知識がある 2.24 1.232

⑦ 1-28 どのくらいの期間で「長持ち」といえるか 3.77 0.962

1-29 質の高い服に「素材」は重要か 4.11 1.081

1-30 質の高い服に「価格」は重要か 3.43 1.191

1-31 質の高い服に「機能性」は重要か 4.03 1.114

1-32 質の高い服に「デザイン性」は重要か 3.8 1.025

1-33 衣服の実用性を意識している 3.45 1.175

1-34 衣服のコストパフォーマンスを意識している 3.46 1.184

1-35 トレンドの流されやすさ 3.04 1.392

1-36 自分自身にあった衣服を意識して購入する 4.06 1.013

□→ 3.5以上　　下線→ 3.5以上

⑥

⑧

⑨

③

⑤

①

②

mean SD mean SD mean SD

1-33　衣服の実用性を意識している 3.45 1.18 3.45 1.17 3.42 1.19

1-34　衣服のコストパフォーマンスを意識している 3.46 1.18 3.44 1.21 3.58 0.86

1-35　トレンドの流されやすさ 3.04 1.39 3.12 1.36 2.42 1.38

1-36　自分自身にあった衣服を意識して購入する 4.06 1.01 4.05 1.02 4.17 0.90

項目
全体（n=100） 女性（n=88） 男性（n=12）



（２） 因子分析による検討                                  表４因子負荷量と各因子名 

 全項目についての因子分析（最尤法、プロマックス回転）の結果を示す。因子負荷量と

各因子の特徴から命名した。今回は衣服に対する購入時の意識を構成する要因を見出す

ため、アンケートに回答した 100 名のその結果を用いて因子分析を行った。固有値 1 以

上の因子が 7 つ認められ、累積寄与率は 43.81%を示した。  

 因子１は、全体的に環境についての因子負荷量が高いことから第 1 因子を「環境への

配慮」の因子と命名した。環境への配慮因子の適合度が高いと言える。 

 因子２は、衣服購入する際に自分自身の似合い度や上品な服を好むなど衣服への関心

に関する項目である。質の高い素材や機能性を重視し、自身に似合う服を選ぶことから、

第 2 因子を「服に対するこだわり」と命名した。 

因子３は、全て色彩の印象が多く含まれる項目である。中でも、明るく暖かい印象の鮮

やかな衣服を好む因子負荷量が高いことから、第 3 因子を「色彩への関心」と命名した。 

 因子４は、衣服を長持ちさせるためになにを重視するのか、どれほど知識があるのかで

高い因子負荷量を示したことから、第 4 因子を「持続可能性」と命名した。 

 因子５は、服を長く着るために「価格」「ブランド」「個性」をひとまとまりとし、質の

高い服に「デザイン性」と「価格」が挙げられている。見た目のイメージである「デザイ

ン性」を重視していることから、第 5 因子を「デザイン性」と命名した。 

 因子６は、見た目にこだわらず衣服の機能性について重視していることから、第 6 因

子を「実用性」と命名した。 

 因子７は、価格やデザイン性などが外からの見た目ではなく、服そのものの品質を意識

していることから、第 7 因子を「品質」と命名した。 

 

（３） クラスタ分析による検討 

 先述した表４の７つの因子得点を用いて Ward 法によるクラスタ分析を行った結果、４つのクラスタに分類された。 

 

図１ クラスタ分析によるデンドログラム 表５ 各クラスタの因子得点の平均値・標準偏差 

 

クラスタ１では、衣服の持続可能性や環境問題意識せず、自分の好きなデザインの服という考えのみで衣服選択をする傾向がある。 

クラスタ２では、着られなくなった服の後始末の事も考えながら、衣服を長持ちさせるために品質や素材にこだわる傾向がある。 

クラスタ３では、持続性を考慮した色の服を選ぶ人が多く、環境問題の背景を意識しながら衣服を選ぶ傾向がある。 

クラスタ４では、品質や色、環境問題は意識せず、衣服を長く着るために実用性やコストパフォーマンスを考え購入する傾向がある。 

 以上の分析の結果からクラスタ 1「デザイン性を重視するグループ」、クラスタ 2「品質を重視するグループ」、クラスタ 3「持続性と環境問題を意識するグ

ループ」、クラスタ 4「実用性と機能性を重視するグループ」の 4 つに分けられた。 

  

５． 総括 

 本研究では、10 代から 50 代の男性 12 人、女性 88 人計 100 名を対象に、5 段階評価と SD 法によるアンケート調査を行った。全項目について因子分析（最

尤法、プロマックス回転）を行った結果、固有値 1 以上の 7 因子が認められ、累積寄与率は 43.81%であった。衣服の持続可能性について、因子得点を基に

クラスタ分析を行った結果、4 つのクラスタが明確になった。現代の消費者がファッションに求めるものが単なる実用性だけでなく、自己表現や価値観の表

現であることを強く示していた。一方で、色彩を決め手とする人や、環境問題に配慮した衣服選択をする人が多いことが捉えられた。消費者が自分の価値観

や生活スタイルを反映した服選びをしたいという願望が高まっていることを示していると考えられた。 

 

６，引用・参考文献 

１）環境省”これからのファッションを持続可能に“.https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/（2023/12/2） 

２）ファッションロスに私たちはどう立ち向かうのか.https://note.com/forfashionfuture/n/n6482f179a9a9（2023/12/4） 

第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子 第７因子

1-5 環境への影響を最小限に抑える意識する 0.858 -0.25 -0.051 -0.145 0.171 0.03 0.107

1-6 フェアトレードや労働条件を意識する 0.712 0.022 -0.017 -0.025 0.065 0.014 -0.107

1-5 リサイクル可能な製品について意識する 0.666 -0.057 0.088 0.278 0.077 0.008 -0.013

1-4 環境にやさしい素材の衣服について意識する 0.447 0.062 -0.002 0.252 -0.103 -0.117 0.11

1-16 自分に似合う服を購入する -0.085 0.619 0.122 -0.032 -0.125 -0.198 0.053

1-36 自分自身にあった衣服を意識して購入する -0.107 0.55 -0.099 -0.021 -0.059 0.221 0.246

1-29 質の高い服に「素材」は重要か -0.002 0.472 -0.007 0.043 -0.236 0.377 0.031

1-25 下品な服を好むー上品な服を好む -0.113 0.445 0.421 -0.141 0.211 -0.178 -0.032

1-13 服を長く着るために似合い度を重視する 0.024 0.413 -0.182 -0.117 0.346 0.001 0.037

1-31 質の高い服に「機能性」は重要か 0.043 0.395 0.021 0.098 0.18 0.113 0.112

1-28 どのくらいの期間で「長持ち」といえるか -0.022 -0.295 0.082 0.05 0.235 -0.005 0.13

1-21 暗い服を好むー明るい服を好む -0.054 -0.236 0.684 0.051 -0.215 0.123 0.095

1-20 寒色の服を好むー暖色の服を好む 0.077 -0.002 0.625 -0.062 0.053 -0.045 0.037

1-23 くすんだ服を好むー鮮やかな服を好む 0.051 -0.03 0.599 0.111 -0.229 0.108 0.086

1-24 かたい服を好むーやわらかい服を好む -0.022 0.159 0.472 0.095 0.11 -0.013 -0.26

1-17 男性的な服を好むー女性的な服を好む -0.129 0.003 0.428 0.121 0.184 0.016 0.018

1-26 長持ちする衣服の素材について知識がある 0.068 0.013 0.007 0.939 0.125 0.099 -0.108

1-27 長持ちする衣服の製法について知識がある 0.104 0.043 0.058 0.766 0.105 -0.059 0.005

1-9 服を長く着るために形を重視する 0.148 0.217 -0.111 -0.432 0.153 0.13 0.124

1-3 衣服の持続可能性について意識する 0.243 0.231 -0.026 0.331 -0.128 -0.323 0.205

1-15 服を長く着るために色を重視する -0.146 0.299 -0.147 0.315 0.218 0.004 -0.07

1-14 服を長く着るために価格を重視する 0.191 0.026 0.132 -0.051 0.592 -0.256 -0.032

1-32 質の高い服に「デザイン性」は重要か -0.058 -0.093 -0.058 0.286 0.515 0.272 0.009

1-12 服を長く着るためにブランドを重視する 0.136 -0.041 -0.088 0.029 0.489 -0.047 0.049

1-30 質の高い服に「価格」は重要か 0.027 -0.268 0.187 0 0.488 0.146 0.077

1-11 服を長く着るために個性を重視する -0.048 -0.025 -0.032 0.046 0.447 -0.042 0.156

1-33 衣服の実用性を意識する 0.177 0.239 -0.013 0.123 -0.227 0.454 0.051

1-35 トレンドの流されやすさ -0.033 -0.039 -0.002 -0.044 -0.019 0.438 0.063

1-32 衣服のコストパフォーマンスを意識する 0.276 0.16 0.22 -0.183 -0.132 0.363 -0.108

1-22 カジュアルな服を好むーフォーマルな服を好む -0.196 0.175 0.073 0.08 0.05 0.256 0.101

1-8 服を長く着るために品質を重視する -0.008 0.303 0.114 -0.086 0.161 0.089 0.933

1-10 服を長く着るために素材を重視する 0.114 0.069 -0.097 -0.111 0.069 0.201 0.392

1-18 地味な服を好むー派手な服を好む -0.095 -0.152 0.075 -0.064 0.139 0.325 0.352

1-19 子供っぽい服を好むー大人っぽい服を好む 0.078 0.164 0.173 -0.12 0.143 0.191 -0.303

5.266 14.29 23.457 30.915 36.964 40.497 43.815

5.266 9.024 9.167 7.459 6.049 3.532 3.319

1.527 2.617 2.658 2.163 1.754 1.024 0.962固有値

番号 項目

環境への

配慮

服に対する

こだわり

色彩への関

心
持続可能性 デザイン性 実用性 品質

累積寄与率（％）

寄与率（％）

第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子 第7因子

平均値 -0.74 -0.19 -0.77 -0.71 0.84 0.27 0.34

標準偏差 0.45 0.94 0.58 0.83 0.58 0.69 0.5

平均値 0.37 -0.41 -0.19 -0.18 -1.02 -0.94 0.44

標準偏差 0.92 0.95 0.81 0.83 0.56 0.91 0.95

平均値 0.57 0.27 1.19 0.62 0.13 0.35 -0.03

標準偏差 0.9 0.68 0.61 0.45 0.45 0.61 0.98

平均値 -0.31 0.34 -0.43 0.22 0.04 0.31 -0.86

標準偏差 0.53 0.8 0.42 0.8 0.74 0.63 0.94

色彩への

関心

持続可能

性

項目 人数
デザイン

性
実用性 品質

クラスタ１　　デザイン性を重視するグループ n=25

クラスタ２　　品質を重視するグループ n=25

クラスタ３　　持続性と環境問題を意識するグループ

環境への配
慮

服に対す

るこだわ

り

n=28

クラスタ４　　実用性と機能性を重視するグループ n=22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□→0.40以上　　下線→マイナスの値

https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/（2023/12/2
https://note.com/forfashionfuture/n/n6482f179a9a9（2023/12/4

